
総合計画進捗状況に関する意見及び市の対応 - 1 -
政策Ⅰ『文化』　未来を拓く人を育む　文化のまち

委 員 の 意 見 市 の 対 応 等
施策【1】地域文化の継承・発展
主要施策【（1）】

指標【4】
【教育委員会】

施策【2】国際交流の推進
主要施策【（1）】

指標【5】
【企画部】

施策【4】生涯学習の充実
主要施策【（1）】

指標【3】
【教育委員会】

項 目 等
　資料館等への来場者数を増加させることは、地域文化資
料を市民に公開する指標にはなる。が、例えば市庁舎の
ホールやロビーに資料展示することなどは、来場者データ
を把握することの困難さはあるが、公開の効果が高いので
工夫の余地があるのでは。

　民俗資料館資料の展示を庁舎のロビー、ホールで公開す
ることは可能（新庁舎の対応が現在未定）です。しかし、
有料施設の展示物を無料にして展示することも含め、どの
ような展示が有効か検討させていただきたく思います。

市民文化の創造の促進

国際化施策の推進

生涯学習を支える基盤整備

　在留外国人と地域との交流機会はできるだけ増やすこと
が大切なので、市報の一画に姉妹都市交流欄を設けて、定
期的に交流協会から記事を掲載してもらうような検討をお
願いしたい。

　現在、国際交流協会において、年に２回、会員向けの会
報誌を発行したり、協会のホームページの中で姉妹都市と
の交流や市内留学生等との交流などについて情報を発信し
ていただいております。協会のイベントや姉妹都市との交
換留学生の訪問等の際には記事として広報かとうにも掲載
しております。今後、定期的な記事の掲載等協会とも協議
し検討してまいります。

　公民館、コミュニティでの自主的な文化活動は、地域の
活性化、一人ひとりの市民に益々重要となっている。
　発表の場を広げ、魅力あるものとするため、特に高齢者
のグループ作りを支援する工夫が望まれている。

　公民館やコミュニティセンターを中心に繰り広げられて
いる文化サークルによる文化活動は、「指標とその目標」
にお示しさせていただいておりますとおり、合併後5年間
でおよそ倍増し、これからも支援し伸ばしていこうと目標
値を設定しております。
　現在、合併前から長く続いている公民館等の文化サーク
ルでは、高齢者が多数を占められ、新しい会員募集に奔走
している状況で、公民館の登録団体を紹介している「いざ
ない」やホームページ等を活用し、募っています。また、
高齢者大学の部活動育成にも力を入れ、パソコンやコーラ
ス、銭太鼓等の文化クラブは積極的に活動されています。
　なお、新たな高齢者向けのサークル作りにつきまして
は、高齢者だけのサークルを望まれておられるならば相応
の対応で支援させていただきますが、今、公民館では、高
齢者だけというよりも2世代、3世代といった世代間が交流
できるサークルが大切だとも考えております。
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総合計画進捗状況に関する意見及び市の対応 - 2 -
政策Ⅰ『文化』　未来を拓く人を育む　文化のまち

委 員 の 意 見 市 の 対 応 等項 目 等

施策【5】 スポーツ・レクリエーションの推進

主要施策【（1）】

指標【3、5】
【教育委員会】
【企画部】

　高齢化社会での健康増進、保健活動と生涯スポーツ・レ
クリエーションの推進をセットで市民に対する施策を検
討・評価する方向で、指標３、５を別の指標として再度見
直せないものか。（指標は変更不可なのか。）

　現在、市の生涯スポーツにおきましては、全ての事業で
技能向上のみに偏らず、市民の健康増進も目的に開催して
います。市主催の秋の「ふれあい球技大会」では、ゲート
ボール・グラウンドゴルフ・ペタンク・卓球といった高齢
者も参加できる競技（健康増進事業）も実施しておりま
す。
　また、『加東市ふれあいパラリンピック』には市のス
ポーツ推進委員を派遣するなど、福祉、保健担当課とも調
整しながら、それぞれに協調できるところは互いに助け合
い、実施しております。
　後期基本計画に掲載している指標の3つ目と5つ目につい
ては、市の取組の2つ目「グループや人材の育成と指導体
制の充実」という項目を評価するのに重要な指標と捉えて
おります。新たな指標については、別枠で設けることは可
能と考えますので、実際の事務事業の中で複合的に評価で
きる指標の設定も検討したいと思います。

生涯スポーツ・レクリエーションの推進
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総合計画進捗状況に関する意見及び市の対応 - 3 -
政策Ⅱ『安全』　人と自然が調和した　安全なまち

委 員 の 意 見 市 の 対 応 等
施策【2】 環境にやさしい暮らしづくり

主要施策【（3）】

指標【3】
【市民安全部】

項 目 等
　加東市が「家庭ごみの少なさ」で県内トップとなったこ
とはよかったです。
　ごみを減らす意識が全市民に広がっていることがわか
り、これからもずっとこの状態が保持できるよう、家庭、
地域全体で協力していきたいものです。

　加東市ごみ処理基本計画を推進し、市民・事業者・市が
一体となって、さらなるごみの減量・資源化に取り組みま
す。廃棄物の減量・リサイクルの推進
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総合計画進捗状況に関する意見及び市の対応 - 4 -
政策Ⅲ『安心』　健やかで心がふれあう　やさしいまち

委 員 の 意 見 市 の 対 応 等
施策【2】健康づくりの充実
主要施策【（1）】

指標【5】
【市民安全部】

施策【5】医療の充実
主要施策【（1）】

指標【-】
【加東市民病院】

項 目 等
　少子高齢化の時代にあって、予防安心を前提として健康
増進の推進がより一層重要となる。
　サンサンチャレンジの達成率が少々低いようなので、こ
の施策を幅広いものに修正して、生涯の健康づくりスポー
ツの支援など工夫する余地があるのでは。

　サンサンチャレンジは市民一体となって楽しく健康づく
りにチャレンジする市民運動を展開することにより、糖尿
病をはじめとする生活習慣病の発症リスクを低減させ、地
域全体の健康度を底上げすることを目的としています。
　これらの取組を実施している市町は全国でも少なく、達
成率の比較は困難ですが、過去6年間の3kg減量達成者は
24.6％であり、糖尿病発症リスクが半減と言われる2㎏減
量の達成者は39.5％です。
　本事業では、プログラム内容がシンプルで自由度がある
ことやメール支援等により非対面で多数の方への支援が可
能であることなどが、これまで健康づくり事業に参加しに
くかった若い世代や男性、BMIが高い層の参加が得られ、
年々参加者数も増加しています。（H19：314名→H25：971
名）継続参加者も多くみられますが、参加回数が増加する
ほど、体重は減少しており、特に3回以上参加された方は
平均約3㎏の減量効果が得られています。また、個々の健
康意識を向上し、主体的に日常生活の中で健康づくりに取
り組めるよう食事や運動についての啓発をしており、事業
参加前に比べ、3か月後には週に150分以上の運動をする方
の割合が3.6 増加し、週に60分以上の運動をする方も9.2
 増加しています。
　これらの結果から、本事業が生活習慣の改善につなが
り、生活習慣病の予防効果が期待できるものと認識し、今
後も継続して実施していきたいと考えています。
　今後は、さらに健康づくりが拡大するよう本事業の中
で、市内スポーツ事業との連携も検討していきます。

健康増進の推進

　後期基本計画の市の取組②〔加東市民病院の充実〕の中
で、「市民病院は地域の中核病院としての役割を果たして
いきます。」とあり、また、「今後の地域における加東市
民病院の役割と位置付けを明確にしていきます。」とあり
ますが、市民病院の役割と位置付けについてどの様にとら
えているのかが、はっきりとわかりません。とらえ方に
よって、指標の表し方も変わってくるのではないでしょう
か。

　北播磨医療圏域内において急性期医療体制の充実が進む
中、限られた医療資源を効果的に活用し、圏域内での機能
分担の推進と特色ある医療サービスを提供することが必要
です。このため、高齢化社会の進展とともに、ますます需
要が拡大すると見込まれる「在宅医療」に重点を置いた包
括的で質の高いサービスを提供するために、組織の改革と
併せて保健、介護分野との連携を強化して参ります。

地域医療サービスの充実
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総合計画進捗状況に関する意見及び市の対応 - 5 -
政策Ⅲ『安心』　健やかで心がふれあう　やさしいまち

委 員 の 意 見 市 の 対 応 等項 目 等

施策【5】医療の充実
主要施策【（1）】

指標【5】
【加東市民病院】

　北播磨地域の医療機関の再編整備により、加東市民病院
に期待される医療も少し変化していると思料される。
　人間ドックの担当医師の補充が今後を見通してどうかを
勘案して、病院の特色をもう少し持たせるなど、検討の余
地はないか。

　常勤医師の減少が続く厳しい状況ではありますが、常勤
医師が不足する専門的な医療については、近隣医療機関と
の相互応援協定に基づく医師派遣などにより、医療サービ
スの維持、拡充に努めます。

地域医療サービスの充実
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総合計画進捗状況に関する意見及び市の対応 - 6 -
政策Ⅳ『活力』　魅力ある資源を活かした　誇りのもてるまち

委 員 の 意 見 市 の 対 応 等
施策【1】農業の高度化
主要施策【（1）】

指標【-】
【地域整備部】

施策【1】農業の高度化
主要施策【（1）】

指標【-】
【地域整備部】

施策【1】農業の高度化
主要施策【（1）】

指標【-】
【地域整備部】

施策【1】農業の高度化
主要施策【（1）】

指標【-】
【地域整備部】

施策【2】森林の保全・活用
主要施策【（1）】

指標【-】
【地域整備部】

項 目 等
　安定した農業経営についての質問です。昭和40年代に米
が余り、以来、米の価格を安定させるための政策であった
減反を、5年後に廃止すると新聞などで報道されていま
す。現在の価格が下落しても問題ないというモデル経営
や、これからの農業についてのビジョンが出来ているはず
ですが、減反政策廃止の根拠については、加東市に説明な
どあったのでしょうか。

　国の減反政策については、5年後に国が直接関わること
から撤退し、国の関係機関が、日本人の米離れや輸入米な
どを踏まえた需給バランスについて今後の見通しを検証
し、情報を適時開示することで、国家レベルで生産者や集
荷団体の主体的な判断で需給に応じた生産が行える環境づ
くりを主導的に検討しているものです。減反政策廃止に係
る明確な根拠は示されていません。

農業の活性化

　ＴＰＰによる影響で、さらに物が有り余るなか、現時点
ですでに問題になっている食品偽装もなく、安心した農産
物が食卓に並ぶとは思えません。個人や農業団体は、地元
産を選んでもらう為のイベント参加や講演会、団体活動を
通じて機会を作ってはいますが、農業に携わる人以外にも
地産地消の意識を持ってもらえる良い方法などを考えてい
ただきたいです。

　地元農産物と触れ合えるイベント等の開催により、市内
外の利用者の交流を図るとともに、道の駅などの直売所の
活用により、地域で採れた農産物の品数や品質の良さを
知ってもらう取組を進めていますが、ＪＡや関係グループ
による主体的な参加が必要であり、更なる取組を要請して
いきたいと考えます。

農業の活性化

　環境問題については、水田が減り、荒地が増えること
で、温暖化や台風による水害、有害鳥獣の被害といった問
題も出てきます。農業の重要度が地域に伝わり、安定した
農業経営（価格維持につながる消費拡大や有害鳥獣の被害
のない生産基盤の整備）は、近隣市町とも連携が必要にな
ると考えられるのですが、具体的な話し合いや機会はある
のでしょうか。

　農業政策や鳥獣対策政策においては、県下または北播磨
地域単位で、国や県主催のセミナーや制度説明会、各種研
修会（経営所得安定対策、担い手対策、酒米振興、有害鳥
獣対策、耕作放棄地対策）が開催されており、積極的に参
加することで、他地域との情報交換や意見交換を行ってい
ます。

農業の活性化

　減反政策の廃止をする方針が先ごろ決定されました。
　まだまだ不透明ですが、大規模農家の競争力を高め日本
の農業を強固なものへ、転換する狙いがあるそうですが、
農業法人を市の協力の基に新たな起業として注目してはい
かがでしょうか。

　現状の小規模農業者では、経営が立ちいかなくなってい
ることは事実であり、更なる担い手の高齢化や農業離れを
考えると、今後の農業の担い手を確保するための政策とし
て、農業の企業化に向けた取組は不可欠であると考えま
す。ただ一方で、農業への企業参入については農地法の運
用緩和がセットと考えられるので、この部分についても今
後、注目していきたいと考えます。

農業の活性化

　里山をはじめ、竹藪の手入れが行き届かず荒れている状
況に心痛めることが多い。北播磨地域でも林の多い加東市
では森林の活用と保全育成のため、環境学習の一環として
「どんぐりの林育成プロジェクト（仮称）」を地方森林組
合の協力を得て立ち上げるなど、緑の保全グループ育成に
一層取り組んでほしい。

　加東市においては、（ゴルフ場や別荘地開発が多いた
め）民有林が少なく、地域住民の里山保全に対する意識が
薄いのが現状です。一方では、企業の森や一部の市民グ
ループが森づくりや里山保全を積極的に行っており、その
ような取組をきっかけとして、グループ支援を検討してい
きたいと考えます。

森林の保全と活用
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総合計画進捗状況に関する意見及び市の対応 - 7 -
政策Ⅳ『活力』　魅力ある資源を活かした　誇りのもてるまち

委 員 の 意 見 市 の 対 応 等項 目 等

施策【3】地域産業の活性化
主要施策【（1）】

指標【-】
【地域整備部】

地域産業の活性化

　ケナフは成長が早いため、二酸化炭素を吸収する植物と
して、また、紙の原料として木材の代替物と考えられ、一
時期各地で栽培されました。一方、繁殖力が強く、帰化し
た場合の在来種への影響が問題視されています。現時点で
はケナフの環境に対する有用性は確認されてはいるもの
の、メリット、デメリットについての明確な見解はでてい
ない状況で、遊休農地での試験的なものはあるようです
が、転換作物としての認識はされていないようです。

　地球温暖化対策やエコ、省資源対策で「ケナフ」が注目
される中、今夏は少し育ててみた。日誌は整理中である
が、第一次産業（農業など）として遊休農地でプロジェク
トとして試行するのも一考かと思う。淡路地域では、取り
組んでいるグループがあると聞いている。

- 7 -



総合計画進捗状況に関する意見及び市の対応 - 8 -
政策Ⅴ『快適』　暮らしと憩いが響きあう　心地よいまち

委 員 の 意 見 市 の 対 応 等
施策【1】まち並みづくり
主要施策【（1）】

指標【-】
【建設部】
施策【1】まち並みづくり
主要施策【（1）】

指標【1、3】
【地域整備部】

施策【4】情報通信サービスの充実
主要施策【（1）】

指標【-】
【企画部】

施策【6】公共交通機関などの整備
主要施策【（1）】

指標【-】
【企画部】

施策【6】公共交通機関などの整備
主要施策【（1）】

指標【1】
【企画部】

項 目 等
　市街地中心部周辺では、新しい住宅計画に当たって、景
観や修景に配慮された事例も増えている。住宅でのエクス
テリアと街路の調和など建築文化に関心を寄せ、学びなが
ら生活環境向上に一歩一歩努力する市民活動グループと連
携できれば参加したいと思う。

　市民が中心となって、地域の住環境について考える機運
を高めるとともに、地区計画や特別指定区域などの制度を
適切に活用し、地域の特性を活かした良好な景観や美しい
まち並み形成を、市民との協働により取り組みます。

土地利用・まち並み整備の総合的推進

　平成25年11月22日、第３回市民会議でご説明のあった次
の件で、その内容がわかりづらかったので、再度補足して
いただきたい。
　平成28年度、ケーブルテレビの民間移行計画（指標の変
更があるとのことですが…）

　加東ケーブルビジョン（KCV）の老朽化対策とともに市
民の情報に対する多様なニーズにタイムリーにお応えする
ため、KCVサービスの内、インターネット、光電話、BS、
CS放送は、平成28年4月から関西電力系の通信会社、ケ
イ・オプティコムのeo光サービスに移行します。お楽しみ
いただいている自主放送をはじめ、文字放送、音声告知放
送は引き続き市で制作し、eo光サービスにより提供しま
す。このことにより、指標である加入者数を当初7,800世
帯から現在加入者の9,400世帯とします。

ＣＡＴＶなどによる行政サービスと市民交流の促進

　この項目では、緑化活動実施団体数の数値なので、個人
活動が捉えにくいのは仕方ありませんが、まち並み緑化、
沿線緑化に参加する人々は数多くいらっしゃいます。小さ
な活動も加味するならば満点と思っていいのではないで
しょうか。

　緑化や美化活動では、地域に花と緑による潤いを与え、
自分たちの街の誇りとするために、各地区への花苗の配布
や関連イベントを通じ、より多くの市民の緑化意識の高ま
りを誘引しています。
　また、市民の活動により、コミュニティの醸成と協働の
まちづくりへの参加が図られていると認識しています。

土地利用・まち並み整備の総合的推進

　県中央部の加東市は、ＪＲ加古川線に３駅、中国自動車
道に２つのインターチェンジ、旧国道１７５号に路線バス
が走行し恵まれている。
　エコ時代に最適の交通手段利用システムを工夫するな
ど、研究しながら生活していきたい。

　公共交通機関は、学生や高齢者の方など車の運転ができ
ない人の重要な移動手段であるとともに、地球温暖化の防
止など環境負荷の低減につながる大変エコな乗り物です。
市では、公共交通機関が果たす役割に鑑み、多くの方に利
用してもらえるよう、その啓発に努めていきたいと思いま
すので、ご協力をよろしくお願いします。

総合的な交通体系の確立

　交通手段の確保に対する満足度に関係する事ですが、バ
ス路線の利便性を考慮した交通網の整備もお願いします。
　というのは、近所に住むお年寄りの方が、「市民病院の
帰りに少し買い物をして帰りたいけど、バス停からBioま
での道のりが遠くて腰が痛くなる」と、言っていました。
どうやら近くにバス停が無いらしいです。

　公共交通の満足度を上げるためには、利便性の向上は欠
かせません。しかし、バス停を多く作ることによって、目
的地までの時間がかかってしまうと、逆効果になることも
考えられます。
　今回のご意見は事業者に伝え、協議を行っていきたいと
思います。
　なお、Bioに最も近いバス停は社総合庁舎前で、距離は
約300mです。

総合的な交通体系の確立
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政策Ⅵ『協働』　多様なきずなが織りなす　協働のまち

委 員 の 意 見 市 の 対 応 等
施策【2】コミュニティづくり
主要施策【（1）】

指標【-】
【企画部】

項 目 等
　田園林間都市加東を輝くまちにするために、今一番必要
で求められているのは、広域的なまちづくり意識と技術・
技能を持った実務グループであると信じます。
　これらの人材を育成支援する活動拠点（文教府）として
のコミュニティ施設（公民館など）を活性化しましょう。

　公民館については、地域コミュニティの育成・醸成だけ
でなく、地域の課題解決に対応できる機能を付加する方向
で検討していきます。地域コミュニティの活性化
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政策Ⅶ『実現に向けて』　まちづくりの目標を支える自主自律の行政経営

委 員 の 意 見 市 の 対 応 等
施策【1】行財政の改革
主要施策【（2）】

指標【1】
【総務部】

施策【1】行財政の改革
主要施策【（3）】

指標【-】
【企画部】

施策【2】行政運営の推進
主要施策【（1）】

指標【-】
【企画部】

項 目 等

人材育成と行政組織の活性化

　指標１「市の職員数」は、他の委員から質問もあったよ
うに、変動がないことを前提にした目標値はあまり意味が
ないと思います。
　職員数を減らすことが単純によいとはいえず、また増や
すことも、それなりの計画があってのことでしょうから、
現段階で、特に変動が予想されないのなら、職員数を指標
に掲げる意味はないと考えます。
　むしろ、指摘があったように、研修内容の新設・拡充や
組織横断的な新プロジェクト組織の新設数など、前向きで
新しい指標を設定すべきと考えます。

　総合計画の指標として定員適正化計画に基づき、「市の
職員数」を設定しているので、総合計画進行管理という点
からは必要であると考えます。
　ただし、第２次行財政改革中間とりまとめの観点からの
行革指針としては不要と考え削除します。
　また、ご指摘の研修内容の新設・拡充、プロジェクト組
織の新設については、横断的な検討が必要な事案が生じた
時点で積極的に新設・設置する方向で進めてまいります。
　平成25年度においては、全課長による事務改善や施設所
管の担当者等による公共施設適正化の検討など、プロジェ
クト組織により行った実績があります。
　よって、新設数等を目標とすることはふさわしくないと
考え、新たな指標設定は行わないこととします。

　あるべき姿に掲げる「多様な市民のニーズに迅速・的
確・親切・丁寧に、笑顔で対応」を評価する指標が必要と
思います。市民の満足度調査が不可欠と思います。
　まだ、この項目に関するアンケート実施がないのなら、
次回アンケートには必須質問項目として、評価シートには
指標として載せるべきだと思います。

　２月２４日までは旧３庁舎ロビーで、それ以降は新庁舎
ロビーにおいて行政評価アンケートを行っており、職員の
接遇態度などの評価を受けています。「あいさつ、身だし
なみ、言葉使い、職務態度、説明のわかりやすさ」を５段
階で評価してもらい、市民の満足度調査を行っています。
その結果は、毎年、とりまとめると共に、市ホームページ
に公開しています。

適正な行政運営による市民サービスの向上

　「地域リポーターの設置」について提案させていただき
ました。
　市の広報担当者の方が情報収集のため毎日、市内をくま
なく巡回されるのも大変だと思ったので、いくつかの地域
にリポーターを置かれ、それぞれ話題をその都度お知らせ
するのも、一つの方法かと思いました。

　毎月、発行している「広報かとう」には、多くの取材依
頼が現時点でもあり、また、地区区長からも地区の年間行
事など情報をいただいており、広報担当者が巡回し大変で
あるということはありません。
　しかし、「地域リポーター制度」については、他の市で
も実施しており、ユニークな取組であると思います。提供
される情報の公共性が担保されるかなどの点も考慮しなが
ら、実施の可否について検討したいと思います。

透明で公正な行政の推進
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政策Ⅶ『実現に向けて』　まちづくりの目標を支える自主自律の行政経営

委 員 の 意 見 市 の 対 応 等項 目 等

施策【2】行政運営の推進
主要施策【（1）】

指標【2】
【地域整備部】

　指定管理施設について、現在の指定管理施設の中で、や
しろ鴨川の郷、滝野温泉ぽかぽがありますが、公共施設マ
ネジメント白書において、経営赤字が年々増加傾向にあ
り、指定管理料も年々増加しております。また、３か年実
施計画においては今後、鴨川の郷で約１億2700万円、ぽか
ぽで約2億3200万円の事業費が見込まれています。今後の
あり方や方向性については何か検討されているのですか。
　また、公共施設マネジメント白書において、使用料と指
定管理料＋借地料の差し引きで収支となっていますが、使
用料は市の収入なのでしょうか。気になったのは、業者の
利益と、業者側のモチベーションがどこにあるのかなと
思ったからです。
　使用料が業者側の利益だとしたら、まず、使用者を増や
す事を考え、その為にはどの様なサービス、投資、営業な
どを行えばよいのか試行錯誤すると思います。業者側の努
力の甲斐もなく、使用者が年々減少傾向にあるのなら、業
者を変更するなどの策も必要ではないでしょうか。他の施
設も含めて現在の業者との契約、また、指定管理制度によ
る運営でよいのか検証・見直しもまた必要ではないでしょ
うか。

　今後のあり方や方向性について、「やしろ鴨川の郷」で
は、宿泊客増加を目指し、ゴルフ客をターゲットにした近
隣ゴルフ場との連携（平成25年度上半期で9組35名宿泊）
や、学生団体等へのテニス合宿の誘致（平成25年度1校）
により誘客増に取り組んでいます。また、指定管理料は本
館あぐりぴあ等の維持管理経費や運営人件費に当てられて
おり、各種教室（平成25年度上半期21講座1,243名受講：3
講座151名増）の開講により稼働率アップに取り組んおり
ますが、あぐりぴあ施設内レストランの撤退や施設の老朽
化などによる利用客の減少も見られることから、今後これ
らを踏まえ指定管理内容の検討を行います。
　「滝野温泉ぽかぽ」においては、平成25年度から営業時
間の延長と、休館日を月一回とする営業努力を行うととも
に、優待券の発行やイベント開催などの誘客努力を行って
います。5月から6月にかけての源泉修繕工事期間において
は利用客の減少が見られましたが、7月のリニューアル
オープン後は前年同時期より増加に転じています。さら
に、今年度取り組んだ活性化プロジェクトにより、今後、
播磨中央公園とコラボしたイベント開催や、レストランの
メニュー改善などにより、5年後を目標に年間利用客18万
人（対24年度25％増）、使用料9,000万円（対24年度
28.5％増）を目指します。
　徴収している施設使用料はすべて加東市の収入となりま
すが、より多くの方に利用いただき、使用料等の収入増加
につなげるため、職員の接客研修やミーティングなどを行
い、指定管理者としてモチベーションを上げる運営を目指
していきます。
　今後の指定管理制度による運営の是非については、それ
ぞれの施設において経営改善に努めながら、利用状況、収
支状況を見極め、検証・見直しを行います。

適正な行政運営による市民サービスの向上

- 11 -


